
火災保険の保険金は、いくらにするのが正しいか？ 

Q 火災保険の保険金って、家を建てた時の金額でよいですよね？ 

Ａ はい、建ててすぐならそれで問題ないです。ただし、建ててから５年以上経っているなら 「いま同じ家を建て直

すといくらかかるか ＝ 「新価」と呼びます 」を計算し、その金額を保険金といたします。 

Ｑ え？なぜそんな計算をしないといけないのですか？ 

Ａ それが建物の正しい「価値」だから、です。ここ数年、材料代や人件費が上がっていま

す。たとえば 30 年前に 1,000 万円で建てた家なら、今だと 2,000 万円はかかります。その

2,000 万円が建物の正しい価値ですので、それを保険金とするべきです。 

Q いやいや、もし燃えてしまったとしても同じ家を建てる予定はないですが・・・・ 

A 保険金を受け取っても、同じ家を建てる必要はありません（建て直しを条件とした契約方法を除く）。なぜなら、保

険金は「損害」に対して支払われるからです。受け取った保険金でマンションに住み替えてもよし、お金は使わず

にアパートに入居してもよし、使い道は自由です。 

Q 今のままの保険金で契約（更新）することはできないのですか？ 

A 契約や更新はできますが、火事の際に困ったことが起こります。保険金は新価の８割以上かければ良いことにな

っていますが、８割以下だと一部保険とみなされて火事など事故の際に保険金が削減される可能性があります。 

Ｑ え、削減される？せっかく保険をかけているのに保険金が全額出ないのは困ります。一部保険とは何ですか？ 

Ａ 一部保険とは、正しい保険金額（新価）に対して保険金が不足している状態です。たとえば、さきほどのように「今

なら建てるのに 2,000 万円かかる家に、火災保険は 1,000 万円でかけ続けている」というような場合です。 

Ｑ 一部保険だと、なぜ保険金が削減されるのですか？ 

Ａ 建て直すのに 2,000 万円かかる建物

に 1,000 万円しか保険をかけていないとい

うことは、「建物の半分にしか保険をかけ

ていない」ことになってしまいます。そのた

め、もし全焼しても保険金は半分しか受け

取れません（上の図では評価額が新価です）。 

Q 保険をかけていても半分しか出ないなんて、意味がないですね。 

Ａ はい、その通りです。そうならないように、正しい保険金「新価」でかけるのが大事です。 


